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第第 11 章章  本本研研究究のの背背景景とと目目的的

近年、日本の小学校では 3,4 年生から外国語活動を、5,6 年生で教科としての外国語を指

導している（ 丘,2020）。視覚支援学校も同様であり、単一障がいの児童と知的障がいを合わ

せ有する児童にも英語の授業が実施されるが、授業では、視覚障がいを前提とした配慮や工

夫が求められる。具体的には、視覚情報を活用した教材や指導法は、その代替案の検討が必

要となるし、盲の児童に対しては、英語点字教材が必要となる。また、知的障がいを併せ有

する児童生徒の在籍が増えており、知的障がいで点字使用の児童生徒への指導法や教材等

の開発も課題である(吉谷,2022）。本研究では、視覚支援学校での授業実践において、これ

らの指導法や教材について検討し、併せて視覚障がいのある教員が授業実践をしていく上

での強みと困難についても検討した。

第第 22 章章  基基本本学学校校実実習習ⅢⅢ
中学部で軽度知的障がいを併せ有する点字使用生徒を対象として、読みの実態把握を行

い、アルファベット習得のためのプリント教材の作成に取り組んだ｡取り組むプリントの最

初に、学ぶアルファベットをランダムに学習する工夫をしたことにより、ゲーム的要素が加

わり、アルファベットがわからずつまずくことが少なくなり、指導教員からも英語点字の初

期指導の教材として参考になるという評価を受けた｡一方でスモールステップを重視し 1枚

のプリントの情報量を少なくすると枚数が増えるという課題も残った｡また、授業実践では、

会話が途切れると、生徒の表情が見えないことから、困難を示しているのかどうかを読み取

ることができないという視覚障がい教員ならではの課題も見つかった｡

第第 33 章章  基基本本学学校校実実習習ⅣⅣ

中学部の授業実践において、表情など非言語的に情報を発信している生徒に対して、①

複数の選択肢を提示し､生徒の気持ちに近いものを選んでもらう､②教員が視覚障がい者で
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